
地域コミュニティに眠る、高齢者の生活/健康情報を

デジタル化し活用する。

『彩色 -生活カルテ』

特徴①コミュニティ受付機能
高齢者に彩色カードを配布。コミュニティの受付
時に、出欠と簡単な体調質問を共用アプリに記録。

特徴②異常発見アシスト＆連絡機能
体調申告や出欠の変化、管理者のメモから特に注
意が必要な高齢者をハイライト。
→ワンクリックで関連機関へ相談。

生活期高齢者の生活/健
康状態の変化に気づき、
早期に関係機関に繋ぐ
アクターが地域に不足

東京都中野区 × D-attend

ヒヤリング結果の概略図

WHAT?

自分では相談しづらい高
齢者の異変に周囲が気づ
き、医療介護のハブであ
る包括支援センターを繋
げる

2025年2月～
中野区複数コミュニティで
受付アプリをテスト予定

②効果を検証 ③改善・規模拡大①ユーザーテスト

（医療福祉・行政関係者、高齢
者へヒヤリング500件より） 早期対応の件数の増加へ

高齢者や管理者にとって
使いやすいか？

メモで蓄積したデータから異
変が推測できそうか?

関係スタッフにデータ提供す
ることが早期対処につながる
か?

他のコミュニティも巻き込み
可能か?

新たなコンテンツにつながる
ことで、高齢者活動参加の行
動が起こるか?

彩色 -生活カルテとは、地域高齢者
の生活歴をみんなで記録するしくみ

WHY?

HOW?

中核課題 起こしたい変化
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